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中
心
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
右
下
に
は
、
亡
者
に
食
べ
物
を
施

す
施せ

餓が

鬼き

供
養
が
描
か
れ
て
お
り
、
亡
者
を
供
養
す
る
こ
と
で

地
獄
に
落
ち
た
人
も
救
わ
れ
る
こ
と
を
説
い
て
い
ま
す
。

心
字
絵
解
図
は
、
明
治
14
年
（
1
8
8
1
）
林
文
吾
73
歳

の
作
で
す
。「
心
」
字
に
自じ

在ざ
い

鉤か
ぎ

が
ぶ
ら
下
が
る
様
子
を
描

い
た
額
が
掛
か
り
、
指
南
役
の
人
物
が
左
手
の
指
し
棒
で
額

の
「
心
」
字
を
指
し
、
右
手
は
下
の
形
の
崩
れ
た
「
心
」
字

を
指
し
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
「
よ
き
に
に
よ
　
あ
し
き
に

に
る
な
　
を
し
な
へ
て
　
人
の
心
は
　
自
在
か
ぎ
な
り
」
と

い
う
歌
が
添
え
ら
れ
、
人
の
心
は
自
在
鉤
の
よ
う
に
自
由
に

調
整
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
良
い
手
本
に
似
る
よ
う
に
、
悪

い
手
本
に
似
な
い
よ
う
に
、
勤
勉
に
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ

を
説
い
て
い
ま
す
。

こ
の
特
別
展
は
、
9
月
23
日（
土
）
か
ら
11
月
12
日（
日
）

ま
で
、
京
都
龍
谷
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
も
開
催
予
定
で
す
。

こ
の
度
、
二
澤
観
音
堂
（
有
田
川
町
二
澤
）
に
奉
納
さ
れ
て
い
る

絵
馬
が
、東
京
の
三
井
記
念
美
術
館
で
開
催
さ
れ
て
い
る
特
別
展「
地

獄
絵
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」
に
出
展
さ
れ
ま
し
た
（
9
月
3
日
ま
で
）。

こ
の
展
示
会
で
は
、
地
獄
と
極
楽
を
テ
ー
マ
と
す
る
各
時
代
の
さ
ま

ざ
ま
な
作
品
を
通
し
て
、
日
本
人
の
死
生
観
・
来
生
観
を
た
ど
り
、

地
獄
絵
の
魅
力
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

二
澤
観
音
堂
か
ら
出
展
さ
れ
た
の
は
、
地
獄
図
と
心
字
絵
解
図

の
絵
馬
で
す
。
こ
れ
ら
は
、
幕
末
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
有
田

川
町
二
川
で
活
躍
し
た
画
僧
の
林

は
や
し

文ぶ
ん

吾ご

が
描
い
た
も
の
で
、「
熊く
ま

野の

観か
ん

心し
ん

十じ
っ

界か
い

曼ま
ん

荼だ

羅ら

」
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
熊
野
観
心
十
界
曼
荼
羅
と
は
、
江
戸
時
代
を
中
心
に

熊
野
比び

丘く

尼に

と
呼
ば
れ
る
尼
僧
が
諸
国
を
巡
り
な
が
ら
絵
解
き
を

し
た
際
に
用
い
た
も
の
で
す
。「
心
」
の
字
を
中
心
に
人
間
の
生
老

病
死
と
地
獄
・
極
楽
を
一
つ
の
画
面
に
描
き
、
地
獄
に
行
く
か
極
楽

に
行
く
か
は
、
そ
の
人
の
心
次
第
で
あ
る
こ
と
が
説
か
れ
、
庶
民
の

間
に
広
く
信
仰
さ
れ
ま
し
た
。

二
澤
観
音
堂
の
地
獄
図
は
、
雲
に
よ
っ
て
画
面
が
分
割
さ
れ
、
閻え

ん

魔ま

大
王
の
裁
き
の
場
面
や
生
前
の
罪
業
に
応
じ
た
地
獄
の
責
め
苦
を

そ
の
61

二
澤
観
音
堂
の
絵
馬
が

三
井
記
念
美
術
館
に
出
展
さ
れ
ま
し
た

地獄図絵馬 縦 150.4㎝ 横 187.1㎝

心字絵解図絵馬 縦 59.9㎝ 横 98.3㎝


